
平成２０年度 協働事業提案 協議結果概要（市民提案型協働事業） 

 

名     称 結 果 の 概 要 
Ｎｏ 

団  体  名 課       題 

おもちゃの病院「さがみはら」運営事

業 

○概ね合意に至った。 

○当初提案書の修正あり。 市１ 

相模原「おもちゃドクターの会」 ○特になし 

IT 弱者（若年者・中高年者）対象コン

ピュータ実務教育事業 

※～ワーキングプアからの脱却～ 

○一部整理すべき課題が残った。 

○残った課題の解決に向けた協議を継続する。 

○今年度の公開プレゼンテーションには臨まな

いことで合意に至った。 

市２ 

特定非営利活動法人 

デジタルコンテンツ研究会 

○残された課題 

・ニーズ把握（対象者（求職者）のニーズ、求人

（企業）側のニーズがあるのか）について、双

方の見解が一致しなかった。 

・ニーズについて、現段階では、提案団体、事業

担当課双方が客観的なデータを提示すること

ができない。 

・今後、就職支援センター等でのカウンセリング

の際にニーズ把握のためのアンケート調査を

双方の連携・協力のもとに実施することとなっ

た。 

※小原本陣の森：小規模多数地主の 

林地の団地化・生産林を目指す 

○一部整理すべき課題が残った。 

○事業実施に当たり課題の解決が見込まれる。 

○当初提案書の修正あり。 

○事業名称の変更あり。 

市３ 

特定非営利活動法人 

緑のダム北相模 

○協議状況 

・協議を経て、当初提案の内容が整理された。 

・県協約協定事業、ボランタリー２１基金協働事

業、小原宿活性化推進協議会事業との整理を行

い、当初提案のうち、団地化にテーマが絞り込

まれた。 

○残された課題 

・行政から環境学習、間伐材の商品化のメニュー

の追加についての打診がされたが、実施体制と

経費が大幅に増額することが新たな課題とな

っている。⇒検討中 

境川案内ハンドブックの作成 
○概ね合意に至った。 

○当初提案書の修正あり。 

市４ 

ＮＰＯ法人境川の斜面緑地を守る会 

○修正された内容 

・有料販売とすることが現段階では難しいと判断

され、無償頒布のみとする。 

安心安全なまちづくりのための市民討

議会の開催 

○一部整理すべき課題が残っているが、概ねの合

意には至った。 

○事業実施に当たり課題の解決が見込まれる。 

○当初提案書の修正あり。 

市５ 

社団法人 

相模原青年会議所 

○修正された内容 

・役割分担の整理（経費負担） 

○残された課題 

・討議テーマの設定（具体性） 

・事業の発展性・継続性（実施成果の反映） 



名     称 結 果 の 概 要 
Ｎｏ 

団  体  名 課       題 

韮尾根（ニローネ）の里山と農業資源

を活用した地域活性化と引きこもり・

ニートの若者に対する自立支援事業 

○一部整理する課題が残った。 

○目的を整理することによって、事業実施までに

課題の解決が見込まれる。 

・継続して協議が行われる。 

・提案を契機として、提案書にある山梨県中央市

の「（株）サラダボウル」が連携に前向きな姿

勢を示しているとのこと。 

市６ 

特定非営利活動法人 

文化学習協同ネットワーク 

○残された課題 

・農地所有者、農業従事者の協力を得なければな

らない事業である。 

・農業者の高齢化から、引き受けが不可能ではな

いか。 

・ニート・フリーターの社会復帰が主たる目的で

あり、農業振興のための、遊休農地を解消する

施策とした事業と捉えにくい。 

・地域活性化に向けた事業の第一段階として捉え

れば良いのではないか。 

※「地域若者サポートステーション」

開設事業 

○一部整理すべき課題が残った。 

○事業実施に当たり課題の解決が見込まれる。 

○当初提案書の修正あり。 

※事業名称の変更あり。 

市７ 

特定非営利活動法人 

文化学習協同ネットワーク 

○残された課題 

・厚生労働省の委託事業であること。 

・提案団体以外の団体との共同運営となること。

・市に期待する役割として継続的な場の確保が求

められていること。 

・設置後の運営について、市と幅広い連携が必要

となること。 

※資源分別周知啓発事業 

○一部整理すべき課題が残った。 

○事業実施に当たり課題の解決が見込まれる。 

○当初提案書の修正あり。 

※事業名称の変更あり。 

市８ 

資源コミュニティ協議会 

○修正された内容 

・事業の目的をはじめとし、全体的に再整理され

た。 

○残された課題 

・学習拠点の確保。 

・周知・啓発活動の実施スケジュール及び体制に

ついての確認。 

親子が集うコミュニティひろば事業 

○一部整理すべき課題が残った。 

○残った課題の解決に向けた協議を継続する。 

○今年度の公開プレゼンテーションには臨まな

いことで合意に至った。 

市９ 

子育て親育ち応援団 With.cfc 

○残された課題 

・場所の確保 

・商店会に空き店舗の状況を確認したが、適当な

物件が見当たらなかった。 

・公共施設（児童館等）の利用の可能性について、

現在担当課で確認を行っているが、調整には時間

を要する。 



名     称 結 果 の 概 要 
Ｎｏ 

団  体  名 課       題 

市民活動団体の自立した組織化を支援

する事業 

○概ね合意に至った。 

○当初提案書の修正あり。 

市１０ 
特定非営利活動法人 

相模原エスティアート 

○残された課題 

・場所の確保（施設管理者との調整を要す。有料

となることから、経費について予算計上する。

⇒提案書修正事項） 

・市民活動サポートセンター事業と本提案事業の

整理。 

・市民活動サポートセンター管理・運営団体との

協議を要す。 

マンション管理員養成講座 ○具体的な協議に至らなかった。 

市１１ 
さがみビルメンテナンス協同組合 

○理由 

・現在、県において同一の事業が実施されている

こと、また、同事業について提案団体が実施主

体となり得ることから、市として実施すべき事

業としての共通理解に至らなかった。 

「書道展・郷土芸能演奏会・落語独演

会」共同開催事業 
○提案が取り下げられた。 

市１２ 
橋本にぎわい座 

文化芸能倶楽部 

○理由 

・協議の場で、次の補助・助成制度で対応できる

ことが判明した。 

・既存の制度を活用する。 

・相模原市文化芸能発表・交流活動事業補助金

・新市市民交流事業補助金 

まったく初めての人のためのパソコン

教室事業 

○概ね合意に至った。 

○当初提案内容を一部修正する。 

○当初提案書の修正あり。 

市１３ 

橋本にぎわい座 

橋本ライフタウンパソコン倶楽部 

○修正された内容 

・事業の主たる目的をＩＴ格差の解消と修正し

た。 

・役割分担（費用負担）の整理が行なわれた。 

○残された課題 

・事業の完全実施に当たり、会場の設備に課題が

残る。 

ＩＴに関するインフラ整備が遅れている。無線

ＬＡＮの使用ができないことから、インターネ

ットに関する講習が、公共の施設内ではできな

い。 

・ソレイユさがみのセミナールームにおいては、

対応について検討中。 

男の料理教室開催事業 
○公益性に対する認識に相違がある。 

○提案団体の考え方は別紙のとおり 

市１４ 
橋本にぎわい座 

男の料理倶楽部 

○成案化に向けた課題 

・男性の家事参加を促進する必要性があるという

課題認識は一致している。 

・解決を図るための具体的な方策である「料理教

室」を、協働事業として実施することについて

は、有効性について見解が異なっている。 

 

 



名     称 結 果 の 概 要 
Ｎｏ 

団  体  名 課       題 

※動物との関わりから得られる総合的

自然体験学習・出張型動物介在教育事

業 

○一部整理すべき課題が残った。 

○事業実施に当たり課題の解決が見込まれる。 

○当初提案書の修正あり。 

※事業名称の変更あり。 市１５ 

麻布大学 

ヒトと動物の関係に関する教育研究セ

ンター 

○事業費に対する見解の相違。 

○プログラムにより、関わる課が異なること。 

相模原動画百選監修 

○具体的な事業内容の協議に至らなかった。 

○事業担当課としての考え方の整理中。 

○課題解決に向けた協議継続の方向性はあり。 

市１６ 

さがみはら動画百選監修の会 

○残された課題 

・今後の協議の中で、事業実施に当たっての具体

的な課題について、整理を行う必要がある。 

・協議を継続する。 

地域で支援しあうネットワークの確立 ○提案が取り下げられた。 

市１７ 
矢部第一地区支援ネットワーク 

○理由 

・提案団体の実施体制に課題が生じたため。 

・今回の提案は取り下げとなったが、引き続き、

本提案にある地域課題の解決に向けた調査・研

究を行なう。関連情報にについて、今後も、継

続した提供が求められている。 

市内のフリーター問題の社会的解決に

取組む事業 
○具体的な事業の協議に至らなかった。 

市１８ 

相模原地域大学 

○理由 

・提案団体が主体的に取り組む具体的な協働事業

提案に至らなかったため。 

相模原市から本格的・体系的な「寝た

きりゼロ」実現に取組む事業 
○具体的な事業の協議に至らなかった。 

市１９ 

相模原地域大学 

○理由 

・提案団体が主体的に取り組む具体的な協働事業

提案に至らなかったため。 



 

 


